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〔円運動〕 
 

【１】1996年度 本試験 物理 第１問  

問１ 水平でなめらかな机の上に糸の一端を固定し，他端に小さな物体

をつけて机の上で等速円運動をさせた。このとき，回転の角速度

と糸の張力 T の関係を表すグラフはどれか。次の①～④のうちから正

しいものを一つ選べ。 
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【２】1993年度 本試験 物理 第２問  

 図１のように，広い水平な台の上に質量 m の小さい物体 A がある。A に

は長さ l の軽くて伸び縮みしない糸がつけられている。糸の他端は台から高

さ h だけ上の点 P に固定されている。A が台の上で P の真下の位置 O を中

心とする角速度の等速円運動をする場合を考える。ただし，重力加速度

の大きさを g とし，台と A との間の摩擦および空気の抵抗は無視できるも

のとする。次の問い(問１～５)の答えを，それぞれの解答群のうちから一つ

ずつ選べ。 

 

 

 

 

問１ A の運動エネルギーはいくらか。 
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問２ 糸の張力はいくらか。 

① ml  ② 2ml  ③ 22ml   

④ 2mh     ⑤ 2mh  ⑥ 222 hlm   
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問３ A が台からうける抗力 N と角速度の関係を表す図として正しい

ものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 角速度がある値より大きくなると，A は台から離れる。その値

はいくらか。 12  
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問５ A が台から離れないで運動しているとき，A が図１の点 Q に来た

瞬間に糸を切ったとすれば，A はその後どのような運動をするか。 

① 

QO の向きに進んでいく。 

② Q における円の接線に沿って進んでいく。 

③ O のまわりを回りながら，O から遠ざかっていく。 

④ O のまわりを回りながら，O に近づいていく。 


